
山
形
・大
在
家
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠
町
大
字
高
畠
字
大
在
家

２
　
調
査
期
間
　
　
第
六
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
Ｈ
）
二
月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
高
畠
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
井
田
秀
和

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

。
自
然
流
路

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
１
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
在
家
遺
跡
は
高
畠
町
の
中
心
部
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
中
世

。
近
世
の
城

館
跡
と
さ
れ
る
高
畑
城
跡
と
多
く
の
部
分
で
重
複
す
る
。
ま
た
、
大
在
家
遺
跡

の
所
在
す
る
地
区
は
、
高
畠
町

で
も
遺
跡
が
集
中
す
る
地
区
で

あ
り
、
日
照
遺
跡
、
高
畠
町
尻

遺
跡
、
渋
作
遺
跡
、
明
神
崎
遺

跡
、
蝦
夷
塚
遺
跡
な
ど
の
古
代

周

遺
跡
が
ほ
ぼ
連
続
し
て
所
在
す

米

る
。

婦
　
　
一
九
九

一
年

。
一
九
九
二
年

の
第

一
次
調
査
か
ら
第
三
次
調

査
ま
で
で
は
、
竪
穴
住
居
跡
や
土
坑
、
溝
、
ピ
ッ
ト
群
な
ど
が
検
出
さ
れ
た
。

一
九
九
七
年
の
第
四
次
調
査
で
古
代
の
河
川
を
検
出
し
、
以
降
、　
一
九
九
九
年

か
ら
二
〇
〇

一
年
ま
で
に
実
施
し
た
第
六
次
調
査
か
ら
第
八
次
調
査
ま
で
で
確

認
し
た
河
川
も
、
同

一
の
河
川
の
延
長
部
分
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

第
六
次
調
査
で
は
、
調
査
区
が
狭
小
で
あ
っ
た
た
め
、
河
川
の
西
半
部
の
み

を
確
認
し
た
。
検
出
し
た
河
川
は
、
現
在
高
畠
町
を
流
れ
る
河
川
同
様
に
東
か

ら
西
へ
流
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
河
川
の
出
土
遺
物
は
、
須
恵
器

。
土
師
器
を

主
体
と
し
て
、
木
器

。
木
製
品
、
木
簡

一
点
な
ど
で
あ
る
。

第
四

・
七

・
入
次
調
査
で
は
、
須
恵
器
や
土
師
器
に
比
べ
木
器
、
木
製
品
が

圧
倒
的
に
多
く
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
も
多
種
多
様
で
あ
る
。
製
品
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
未
製
品
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
、
漆
製
品
や
多
く
の
漆
付

着
の
上
器
の
存
在
な
ど
か
ら
、
製
作
に
関
係
す
る
集
団
の
存
在
も
想
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

「
＜
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐｏ∞×
］援
卜
寓
ｏ

下
部
欠
損
。
目
視
に
よ
る
観
察
で
は
全
く
確
認
で
き
ず
、
保
存
処
理
の
段
階

で
墨
痕
の
存
在
が
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
釈
読
で
き
な
い
。

（井
田
秀
和
）




